
（ふりがな）

担当者

回数 回数
第 第

1 15

回 回

第 第

2 16

回 回

第 第

3 17

回 回

第 予備調査結果の発表・討論（３） 第

4 18

回 回

第 予備調査結果の発表・討論（４） 第 卒論添削指導（２）
5 19

回 回

第 論文講読　⑦　風と地形 第

6 20

回 回

第 論文講読　⑧　大気汚染と風 第

7 21

回 回

第 論文講読　⑨　海陸風 第

8 22

回 回

第 論文講読　⑩　水収支と干ばつ 　

9 　

回 　

第 論文講読　⑪　植生のミクロな分布
10

回

第 夏休み中の調査計画の吟味（１）
11

回

第 夏休み中の調査計画の吟味（２） 　

12 使用器材の調整 　

回 　

第 夏休み中の調査結果の中間発表・討論（１） 　

13 　

回 　

第 　

14 　

回 　

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備

２単位

平成１３年度　　文学部　　授業計画表［syllabus］

科目名

野野野野 口口口口 泰泰泰泰 生生生生

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備
【授業計画】

授業のねらいと概要：

教科書と参考図書：

評　価　法　：

（英文名）

地理学演習Ⅱ地理学演習Ⅱ地理学演習Ⅱ地理学演習Ⅱ
Seminar on  Geography　Ⅱ

授業・討論への積極的な参加（出席・発表等）および提出課題（レポート）を評価する。また、卒論原稿の添削指導を受けたか

どうかも評価対象に含める。

    

受講生は自然地理概説・気候学・生物地理学を履修済みであること。

 

なし。プリントを配布する。

　　　　の　　　　ぐち　　　やす　　　 お

 

後期では、夏休み中に実施した本調査の発表を中心に議論し、１０月以降は卒論の下書きの添削指導を行う。

ガイダンス、卒論テーマの検討、１月に示した課題の

提出

予備調査結果の発表・討論（１）

予備調査結果の発表・討論（２）

調査結果の中間発表・討論（３）

調査結果の中間発表・討論（４）

調査結果の中間発表・討論（５）

卒論添削指導（１）

卒論添削指導（３）

卒論提出締切（１２月１０日、１５：００）

卒論添削指導（４）

卒論添削指導（５）

地４必地４必地４必地４必

前期では、冬・春休み中に各自実施した予備調査の中間発表を討論形式で行う。また、文献講読も続ける。

調査結果の中間発表・討論（２）

－341－




